
   

 

 

 

 

 

 

 
 

前期の歩みを、後期の力に 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ４月からの半年間で、子供たちは日々の学習や学校行事、友達との関わりなどを通して、心も身体も大

きく成長してきました。特に、友達と関わり合いながら学習課題に取り組む姿は、学ぶ意欲と相手に対す

る優しさが溢れるものでした。ときには相手に自分の困り感を素直に伝え、またときには相手の分から

なさにじっくり寄り添い、関わり合いながら学ぶ姿がすべての学年でたくさん見られています。 

今年度は、私たちにとって「閉校」という特別な一年です。長い間、多くの人たちが学び、遊び、思い

出をつくってきた本校も、あと半年ほどで、その歴史に一区切りをつけることになります。 

本日の前期終業式では、子供たちに、一人一人の成長を称賛するとともに、「学校を大切にすること」

を話しました。「学校を大切にする」こととは、長山小学校で過ごす「人」と「時間」を大切にすること

だと伝えました。「友達の話をしっかり聞いて学ぶ」、「困っている友達がいたら声をかける」、「防犯サポ

ーターや読み聞かせボランティアなどの地域の方々への感謝を忘れない」、そして、「一日一日を『今日も

よい一日だった』と思えるように過ごす」･･･こうした毎日の小さな積み重ねの中で育まれる、学校への

誇りやシビックプライドを、子供たち一人一人の心に残し、未来へつないでいくことが今年度の最終目

標です。閉校は終わりではなく、新しい学校や地域へとつながる新たな出発点です。子供たちが「この長

山小学校で学べてよかった」と胸を張って前へ進める一年となるよう、後期も地域の皆様とともに教育

活動を進めてまいります。 

な が や ま っ 子 
校訓 「広げようやさしい心 きたえようじょうぶな体 育てよう学ぶ力」 

龍ケ崎市立長山小学校学校だより       令和８年 10月９日 No.９ 

  

 


